
�������

シンク下など湿度が高い場所で
は、カビの発生につながります。
また濡れた手で触り、水分がお
米につくと、数日でカビが発生す
る場合があるのでご注意くださ
い。

梅雨時から夏にかけての時期は、
気温と湿度が高くなるため、虫が
発生しやすくなります。また冬で
も、室内が暖かいと虫の発生につ
ながります。

お米は、臭いが吸着しやすいの
で、臭いの強いものとは距離を置
くようにしてください。

カビ注意 臭い注意 虫の発生注意

精米は「精米時期」が袋に記載されています（記載例：令和●年●月上旬）。玄米と比べて「ヌカ層」
が無い分乾燥と酸化が早く、米が劣化します。精米時期から１カ月程度で消費できる量を買うようにしま
しょう。

米びつ（ハイザー）や保存容器で保存しましょう。 保存容器で密閉して冷蔵庫野菜室で保存し
ましょう。
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夏場
オススメ

米の入れ替え時等は、米びつや容器内部をから拭きし空気に触れさせて、こま
めに内部のヌカを掃除してください。内部に付着したヌカから虫が発生すること
があります。

くわしくはこちら

https://www.ja-kitakawachi.or.jp/uploads/ricecolor.pdf

